
今年度もファミリー・サポート・センターのコーディネーターとして努めてまいりました。無事こ

のように1年を過ごすことができたのは、利用会員や協力会員の皆様のご理解とご協力があったから

こそです。本当にありがとうございました。ファミサポでは、インスタグラムやあじさいのホーム

ページでも援助活動の様子や事業の情報を更新していますので、併せてご覧いただけたら嬉しいです。

にじいろだより
多久市ファミリー・サポート・センター 令和7年3月発行

お申し込み・お問い合わせ 火～日曜日 ９時～１７時 ☏0952-75-5111

３月

▲意見を出し合う様子

1月31日(金) 養成講座・フォローアップ講座

10～12時 「ペアレントプログラム体験」

講師：佐賀大学 大学院 学校教育学 研究科 子ども支援探求コース/

ウェルビーイング創造センター 学習支援部門 准教授 中島 俊思 先生

ペアレントプログラム体験では、自分の良いところ探し

をしました。「何かをしてもらったら”ありがとう”を伝

える」「洗濯・掃除をする」など、自分では『当たり前』に

していることもそうじゃないことを再認識することが

できました。

事前打合せで行っていること

今年度最後の養成講座・フォロー

アップ講座でした。

今年度は全１１回講座を行いました。お

忙しい中ご参加いただいた皆さん、あり

がとうございました。

▲受講の様子

援助活動の様子

☆援助活動の前に、依頼を受けていただく協力会員さんと

事前打合せを行っています。(利用会員のお子さんも一緒に

来ていただきます)

安心・安全に支援できるよう、預かるお子さんの情報をコー

ディネーターを交えて詳しくお伺いします。

どんな遊びが

好き？

気を付けてほ

しいことは？

現在、協力会員さんが足りない

状況ですので、お知り合いの方が

いらっしゃいましたらお知らせくだ

さい。利用会員さんも随時募集中です。

協力会員…16人

利用会員…68人

両方会員… 4人

計…88人
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１歳児の女の子：３時間の利用が

ありました。初めてのお預かりで、

寂しさから「ママ～」と泣いてしまっ

たMちゃんでしたが、音のなる絵

本が好きだったようで、笑う様子も

見られましたよ。

▲髪を結んでもらう

Mちゃん


